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アメリカにおけるOneHeaJthResearchの発展と展望 (第3報)
Thefurtherprospectsfol･OneHealthResearchinuS.A (The3rdreport)
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2011年 4月 19日､UCDavISにてCaliforniaに

おけるGlobalHealthの現状報告会が行われた｡

Mazet教授によるデービス校の OneHealthへの

取 り組みと現状狙告会が行われた｡この学会では､

UC Davisのみ な らず UC Berkley､UC Sam

FrancISCOに加えて､StanfordUniverslty､Toul･O

UnlVerSity､SamuelMerrittUniversity､University
ofSanFrallCiscoの 3校も参加することになり､盛

大な学会になった｡

各大学のGlobalHealthに関連する環境､移民､

緋民問題､OneHealth-の取 り組みが報告された｡

開催時期が東日本大震災の直後ということもあり､

環境､移民､難民問題ではインドネシア等の災害の

影響と同じように､Ej本の地采による被害状況をア

メリカの専門家の観点からまとめた発表があった｡

被害状況の写真が映 し出されると､会場内から大き

などよめきが起き､アメリカでも大 きな関心を脆め

ていることが伺いしれた｡

Mazet教授からは､OneHealthの UCDavISでの

取組みの経緯ならびに現在の研究結果が報告された｡

その中で､前回のGlobalHealth学会で確認された

原因不明の出血熱は韓熱であったことが碓記され､

早期に発見､さらなる疾病の拡大を阻止することが

できたことが報告された｡それにより､今後のスミ

ソニアン研究所 とのiL.'･同研究も開始されることが発

衣された｡この共同研究により､疾病の発見､追跡

に必要なコンビ一夕-解析の改着も実施予定であり､

さらには東南アジアにおけるOneHealth研究の開

始も行われることが発表された｡

Mazet教授は､2011年にInternationalWildlife
DiseaseAssociationandAmericanAssociationof
WildlifeVeterinariansより､野生動物の疾病の管理､

保護ならびに政策-の貢献者として､一番高い賞で

あるThorneWiuiams質を授与され､OneHealtll

分野におけるさらなる発展が予想される｡

また､日本の北海道大学の医学部､獣医学部と帯

広畜産大学の OneHealthの英同研究が実施される

こととなり､文部科学省の リーディングプログラム

の一環として､疫学を含めた OneHealthプログラ

ムがたちあがった｡これにより､日本においてもOne

Healtllに観点をおいた研究の発展が期待される｡

次回の GlobalHealth学会では､人口問題､女性

の権利聞越に主体をおいた内容が､2月に実施され

る予定である｡




